
押
し
寄
せ
る
、
台
風
の
余
波
。

特

集再発見の風景

　大型で強い勢力で上陸した台風19号は、東日本
各地に甚大な被害をもたらしました。本町でも最
大限の警戒態勢がとられる中、10月12日深夜に
風雨が最も強くなり、最上川などの水位が急上昇。
翌13日朝には濁流が猛烈な勢いで押し寄せ、百目
木、鹿子沢などの家屋や田畑が水に浸かる被害が
発生しました。
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東
日
本
を
襲
っ
た
猛
威

　
「
過
去
最
強
ク
ラ
ス
」
の
勢

力
で
上
陸
す
る
と
も
い
わ
れ
、

13
都
県
に
大
雨
特
別
警
報
が
発

表
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
脅
威

を
も
た
ら
し
た
台
風
19
号
。
本

町
で
も
、
予
定
さ
れ
て
い
た
イ

ベ
ン
ト
が
相
次
い
で
中
止
に
な

る
な
ど
、
上
陸
前
か
ら
各
方
面

に
影
響
が
出
始
め
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
13
時
、
町
の
関
係

職
員
が
登
庁
し
台
風
へ
の
警
戒

と
情
報
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

17
時
に
は
町
内
４
カ
所
に
自
主

避
難
所
を
開
設
し
、
貫
見
地
区

で
５
人
が
自
主
避
難
。
風
雨
が

強
ま
っ
た
そ
の
夜
、
本
町
に
土

砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
、

木
の
沢
地
区
に
も
避
難
所
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
最
上
川
の
水

位
上
昇
に
よ
り
消
防
団
も
警
戒

を
開
始
。
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
き
ま
す
。

　
翌
13
日
午
前
５
時
15
分
、
本

町
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
解

除
さ
れ
、
状
況
は
い
っ
た
ん
落

ち
着
き
を
み
せ
ま
し
た
。
し
か

し
、
安
心
し
た
の
も
束
の
間
。

夜
明
け
と
と
も
に
姿
を
現
し
た

も
の
は
、
台
風
一
過
の
青
空
の

下
に
は
お
よ
そ
似
つ
か
わ
し
く

な
い
、
轟
々
た
る
濁
流
に
変
貌

し
た
川
の
姿
で
し
た
。

母
な
る
川
が
一
変
す
る

　
「
ま
さ
か
―
―
」
川
沿
い
に

住
む
方
が
そ
う
驚
く
ほ
ど
、
最

上
川
の
増
水
は
収
ま
る
こ
と
な

く
続
き
、
市
の
沢
川
の
水
位
も

上
昇
。
ふ
れ
あ
い
会
館
の
避
難

所
に
は
、
７
世
帯
16
人
が
避
難

し
ま
し
た
。
百
目
木
地
区
で
は

令和元年11月号・2

　
10
月
12
日
に
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
た
台
風
19
号
は
、
東
海
・
関
東
・
東

北
地
方
の
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
を
降
ら
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多

く
の
河
川
が
氾
濫
し
、
建
物
を
は
じ
め
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
。
80
名
を
超
え
る
犠
牲
者
が
出
る
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
内
で
も
百
目
木
、
鹿
子
沢
地
区
を
中
心
に
、
家
屋
や
田
畑
に
浸
水
被

害
が
続
出
。
人
的
被
害
は
出
な
か
っ
た
も
の
の
、
５
年
前
、
６
年
前
に
続

く
豪
雨
災
害
と
し
て
、
深
い
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

台
風
19
号
の
爪つ

め

あ

と痕

①

② ③



10月12日(土)　　　　　　　　　　　
16時06分本町に大雨・洪水注意報発表
17時00分ふれあい会館など町内４カ所
の施設を自主避難所として開設
21時09分本町に大雨・洪水警報が発表
22時45分本町に土砂災害警戒情報発表
23時40分大江町災害対策本部設置
23時50分木の沢川地区に対し避難準備・
高齢者等避難開始情報（レベル３）発令
10月13日(日)　　　　　　　　　　　
（この間、消防団が各地区で警戒体制）
５時15分 本町の土砂災害警戒情報解除
５時30分 町内4カ所の自主避難所閉鎖
６時27分 大雨警報から注意報に切替
７時20分 百目木地区で増水傾向のため
消防団第１分団に現地待機・警戒を要請
８時00分 ふれあい会館避難所再開設
８時15分 百目木地区17世帯49人に避難
準備・高齢者等避難開始情報（レベル３）発令
９時00分 第２分団ポンプ車により市の
沢川から月布川へ排水開始
（この間、自動車分団・第３分団に応援要請）
11時00分県が排水ポンプを市の沢川（鹿
子沢地区内）に設置
11時06分洪水警報から注意報に切替
12時55分百目木地区で道路・宅地内の
土砂除去のため消防団が放水・清掃開始
13時00分避難準備・高齢者等避難開始
情報（レベル３）解除、避難所閉鎖
10月14日(月)　　　　　　　　　　　
８時00分 第1分団、百目木地区における
放水・清掃作業開始（10時完了、解散）
10月15日(火)　　　　　　　　　　　
10時00分被災世帯へ消石灰配布
17時00分大江町災害対策本部解散

台風19号通過に伴う主な経過

①13日午前、増水し濁流となった最上川。旧最上橋の橋脚が
上部近くまで水に浸かる　②川端地域。夏まつり大会本部へ続
く坂が川の一部と化し、住宅も浸水　③鹿子沢地区。消防団の
ポンプによる市の沢川から月布川への排水作業　④鹿子沢地区。
リンゴ畑とラ・フランス畑が水浸しに。畑の所有者は「リンゴ
が水に浸かると、焼きリンゴのように黒くなってしまう。一つ
ひとつもぎ取って捨てるしかない」と話す　⑤百目木地区。浸
水した民家倉庫から、消防団員がバケツなどで水を掻き出す　
⑥鹿子沢地区。排水ポンプによる月布川への排水作業　⑦百目
木地区。水が引いた後、道路や宅地から泥を除去するため、消
防団により放水と清掃作業がおこなわれる

床
上
浸
水
１
件
、
床
下
浸
水
４

件
の
被
害
が
発
生
。
鹿
子
沢
地

区
な
ど
で
は
田
畑
が
浸
水
、
そ

の
他
、
強
風
で
柏
陵
荘
の
窓
枠

が
破
損
す
る
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
浸
水
被
害
に
対
し
、
町

消
防
団
は
約
４
０
０
個
の
土
の

う
を
作
っ
て
対
応
し
た
ほ
か
、

排
水
作
業
や
放
水
に
よ
る
土
砂

除
去
を
実
施
。
町
所
有
の
ド
ー

ザ
・
ダ
ン
プ
も
出
動
し
、
各
方

面
が
協
力
し
て
全
力
で
復
旧
作

業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
の
豪
雨
災
害
以
来

と
な
っ
た
浸
水
被
害
。
台
風
19

号
は
自
然
災
害
の
影
響
の
大
き

さ
を
私
た
ち
に
改
め
て
見
せ
つ

け
、
太
平
洋
へ
と
消
え
て
い
き

ま
し
た
。

　台風19号到来１週間前の 10月６日、
左沢高校で町総合防災訓練が実施され、
関係機関のほか藤田、小見、月が丘、富
沢地区の皆さんが参加しました。
　訓練では、土のうの作り方と積み方を学
ぶ水防訓練などがおこなわれました。今回
の台風被害では実際に大量の土のうが必
要となっており、いざというときに備えた防
災知識の習得や、普段からの防災意識の
保持の重要性が改めて明確になりました。

10月６日　町総合防災訓練実施

3・広報おおえ

⑤

⑦⑥

④



重
要
文
化
的
景
観
と
は

　
左
沢
楯
山
城
跡
、
原
町
・
内

町
・
横
町
通
り
、
最
上
川
沿
い

の
街
並
、
神
社
仏
閣
、
旧
銀
行

跡
―
―
い
ず
れ
も
、
私
た
ち
が

普
段
目
に
し
て
い
る
馴
染
み
深

い
町
の
風
景
で
す
。
こ
れ
ら
の

要
素
を
持
っ
た
私
た
ち
の
町
の

景
観
が
、
国
の
「
重
要
文
化
的

景
観
」
に
選
定
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
に
「
重
要
文
化
的
景

観
」
の
文
字
が
躍
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
重
要
文
化
的
景
観
と
い

う
言
葉
の
意
味
を
改
め
て
探
る

と
、
平
成
16
年
に
一
部
改
正
さ

れ
た
文
化
財
保
護
法
に
行
き
着

き
ま
す
。
同
法
で
は
「
文
化
的

景
観
」
に
つ
い
て
、「
地
域
に

お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業

及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
我
が
国

民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
中
で
特
に
重
要
で
保
護
の

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
が

「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定

さ
れ
、
そ
の
保
存
の
た
め
に
国

が
補
助
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
単
に
眺
め
が
良
い
、
あ
る
い

は
整
然
と
し
た
風
景
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
過
去
の
人
々
の

営
み
の
跡
が
見
え
る
と
と
も
に
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て

今
も
な
お
欠
か
せ
な
い
価
値
を

持
っ
て
い
る
―
―
ま
さ
に
、
私

た
ち
の
住
む
町
の
よ
う
な
景
観

こ
そ
が
「
重
要
文
化
的
景
観
」

の
典
型
だ
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
の
景
観
か
ら
学
ぶ

　
国
の
選
定
を
受
け
た
重
要
文

化
的
景
観
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

全
国
で
61
カ
所
に
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、「
遠
野
物
語
」

で
有
名
な
岩
手
県
遠
野
市
や
、

日
本
三
景
の
一
つ
「
天
橋
立
」

で
知
ら
れ
る
京
都
府
宮
津
市
な

ど
の
名
前
も
見
え
ま
す
。
本
県

の
重
要
文
化
的
景
観
は
、
初
の

選
定
を
受
け
た
本
町
と
、
平
成

30
年
に
選
定
さ
れ
た
長
井
市
の

２
例
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
文
化
的
景
観
を
保

写真

令和元年11月号・4

　平成25年３月、「最上川の流通・往来および左沢町場の景観」が県内で
初めて国の「重要文化的景観」に選定され、私たちの暮らす街並を改めて見
つめ直す大きな契機となりました。
　あれから約６年が経った今年10月、「全国文化的景観地区連絡協議会」
の大会が本町で開催。本大会は「魅せる文化的景観」と題し、私たちの町の
景観の魅力をいかにして伝えていくかというテーマについて、さまざまな意
見交換がおこなわれました。

10月10日にふれあい会館で開催された、全国文化的景観地区連絡協議会の大会の模様

再発見の風景
～文化的景観の見方・魅せ方を探る～



さ
ん
が
、
町
歩
き
の
面
白
さ
や
、

町
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
互
い
の
意
見
を
披

露
。
ま
た
、
本
町
で
景
観
を
生

か
し
た
情
報
発
信
や
町
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
大
会
で
は
、
東

北
芸
術
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン
工

学
部
の
志
村
直
愛
教
授
が
基
調

講
演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
本

町
の
景
観
の
案
内
表
示
に
つ
い

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ

な
っ
て
き
た
志
村
教
授
は
「
町

の
歴
史
や
魅
力
、
価
値
を
い
か

に
し
て
次
世
代
に
伝
え
て
い
く

か
が
緊
急
課
題
」
と
話
し
、
景

観
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
お

け
る
住
民
参
加
の
重
要
性
を
強

調
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
志
村
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
な
り
、
住
民
部
会
の

発
表
者
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
意

見
を
交
換
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、「
町
の
景
観
の
魅
力
発
信
」

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

存
・
活
用
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

相
互
に
情
報
交
換
を
お
こ
な
っ

て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
、

「
全
国
文
化
的
景
観
地
区
連
絡

協
議
会
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
重
要
文
化
的

景
観
選
定
地
区
の
あ
る
市
町
村

や
、
選
定
を
目
指
し
て
い
る
市

町
村
な
ど
が
会
員
と
な
っ
て
構

成
さ
れ
て
お
り
、
本
町
も
加
盟

し
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
で
は
年
に
一
度
、

加
盟
市
町
村
の
一
つ
を
会
場
と

し
て
大
会
を
開
催
。
今
年
度
は

本
町
が
会
場
と
な
り
、
10
月
９

日
か
ら
11
日
の
３
日
間
に
わ
た

っ
て
令
和
最
初
の
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
を
よ
り
良
く
魅
せ
る

　

大
会
２
日
目
の
10
月
10
日
、

ふ
れ
あ
い
会
館
を
会
場
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
も
交
え
た
大
会
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
中
に
開
か
れ

た
住
民
部
会
で
は
、「
舟
唄
の

里
案
内
人
」
会
長
の
石
川
博
資

さ
ん
と
、
長
井
市
「
黒
獅
子
の

里
案
内
人
」
会
長
の
田
中
建
三

写真

基調講演　　　　　　　　　　　　　
「魅たり魅せたり魅られたり……
　やまがた文化的景観たんじょう記」
　本町で、文化的景観の案内サインを考えるワー
クショップを実施している志村教授。基調講演で
は、県において「母なる川」最上川流域の文化を関
連付けて世界遺産を目指した経緯など、本県の文化
的景観に関わる取り組みについて解説するとともに、
「景観づくり、景観を通じたまちづくりには、その
プロセスに住民・活動家・専門家など、いかに多く
の人を絡められるかが大切」と語りました。

東北芸術工科大学デザイン工学部
志村 直愛 教授

ディスカッション　　　　　　　　　
（写真左から）
【コーディネーター】志村直愛教授
【パネラー】
◎石川博資さん（「舟唄の里案内人」会長）
「その土地の歴史や文化を知るためには、情報が大切。
その点でボランティアガイドの役割は大きいです」
◎田中建三さん（長井市「黒獅子の里案内人」会長）
「ボランティアガイドはどこもなり手不足。趣味と実益
を兼ねたものへ変えていく必要があります」
◎布施果歩さん（「おいで、おおえ」アシスタントディレクター）
「動画やＳＮＳで町の魅力を発信する取り組みを続け
ています。それが、自分の住む町を見つめ直し、地域の
力を高めることにもつながると考えています」
◎菊地　翼さん（ATERA指定管理者「Port」事務局長）
「今は若い人が少ないために一人ひとりの役割が増え、
若い世代も忙しい中で地域の活動に参加されています」
◎須藤　和さん（地域おこし協力隊）
「秋まつりで三味線奏者として地区の伝統行事にお手
伝いができました。地域の皆さんの伝統継承に掛ける
熱い思いを感じました」

5・広報おおえ

■特集　再発見の風景



自
分
の
足
で
観
る
景
観

　
大
会
最
終
日
の
10
月
11
日
は
、

町
内
の
文
化
的
景
観
の
現
地
視

察
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
視

察
コ
ー
ス
は
、
左
沢
か
ら
最
上

川
上
流
の
長
井
市
ま
で
移
動
す

る
「
最
上
川
沿
い
の
文
化
的
景

観
」、
楯
山
公
園
か
ら
最
上
川

フ
ッ
ト
パ
ス
を
経
て
原
町
・
内

町
・
横
町
通
り
ま
で
を
歩
い
て

巡
る
「
左
沢
町
場
の
文
化
的
景

観
」、
左
沢
楯
山
城
跡
を
中
心

に
山
城
内
部
か
ら
町
場
の
外
観

を
歩
い
て
見
学
す
る
「
左
沢
楯

山
城
跡
と
町
場
の
景
観
」
の
３

つ
で
す
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

希
望
の
コ
ー
ス
を
選
び
、
実
際

に
バ
ス
や
徒
歩
で
移
動
し
な
が

ら
、
文
化
的
景
観
を
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
と
な
り
、
特
に
す
べ
て
の
コ

ー
ス
に
共
通
す
る
楯
山
城
跡

は
、
足
元
の
悪
い
中
で
の
見
学

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
本

町
の
文
化
的
景
観
を
一
望
で
き

る
「
日
本
一
公
園
」
か
ら
の
眺

め
は
や
は
り
格
別
で
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
解
説
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
雄
大
な
最
上
川
の
流

れ
と
旧
最
上
橋
、
そ
し
て
街
並

の
織
り
な
す
景
観
に
い
つ
ま
で

も
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

重
な
り
合
わ
さ
る
街
並

　
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ

れ
た
景
観
名
が
示
す
通
り
、
左

沢
町
場
の
景
観
は
多
く
の
場
合

に
お
い
て
、
最
上
川
舟
運
文
化

と
併
せ
て
語
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
中
世
の
山
城
跡
か
ら
見
渡

せ
る
街
並
は
、
決
し
て
舟
運
だ

け
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
江
戸
時
代
、
左
沢
は
最
上
川

舟
運
に
お
け
る
重
要
な
港
町
で

あ
り
、
月
布
川
の
中
・
上
流
域

の
農
産
物
や
林
産
物
も
取
引
さ

れ
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
最
上
川
河
畔
で
は
河
岸
集

落
と
呼
ば
れ
る
街
並
が
形
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
初
期
に
は

小
漆
川
城
と
と
も
に
城
下
町
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に

敷
か
れ
た
道
や
地
割
は
、
現
在

も
な
お
形
を
残
し
て
い
ま
す
。

左
沢
町
場
の
景
観
は
「
川
」
と

▲�原町の「市神様」（写真右下）。見落としが
ちな足元にも、往時の名残りがあります

▲�最上川フットパスを歩いて川沿いの街並を見学。か
つては桜町渡船場や米沢藩舟屋敷などがありました

▲「日本一公園」からの眺望。最上川と共に歩んだ文化的景観の街並が眼下に一望できます

令和元年11月号・6

小
さ
な
一
歩
が

視
点
を
変
え
る

10
月
11
日

現
地
視
察
（
町
歩
き
）



「
城
」、
２
つ
の
異
な
る
要
素
に

よ
っ
て
発
展
し
た
街
並
が
組
み

合
わ
さ
れ
た
姿
だ
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
左
沢
楯
山
城
の
あ
っ

た
「
中
世
」、
川
港
と
城
下
町

と
し
て
栄
え
た
「
近
世
」、
そ

し
て
左
沢
線
開
業
に
よ
っ
て
駅

を
中
心
に
新
た
な
街
並
が
で
き

た
「
近
代
」
と
、
時
代
ご
と
の

流
通
・
往
来
の
特
徴
が
重
な
り

合
っ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ

り
ま
す
。

　

11
日
の
現
地
視
察
の
う
ち

「
左
沢
町
場
の
文
化
的
景
観
」

を
巡
る
コ
ー
ス
は
、
最
上
川
沿

い
か
ら
商
店
街
を
経
由
し
小
漆

川
城
跡
ま
で
を
歩
く
こ
と
で
、

街
並
の
変
遷
と
複
合
的
な
性
質

を
よ
り
深
く
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

時
間
と
空
間
を
超
え
て

　
住
み
慣
れ
た
町
、
毎
日
の
よ

う
に
見
る
街
並
で
も
、
歴
史
的

な
背
景
を
意
識
し
な
が
ら
改
め

て
自
分
の
足
で
歩
い
て
み
る
と
、

驚
く
よ
う
な
発
見
が
待
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
普
段
は
滅
多

に
通
る
こ
と
が
な
い
、
自
動
車

も
入
れ
な
い
ほ
ど
細
い
道
も
、

か
つ
て
城
下
町
だ
っ
た
時
代
に

は
頻
繁
に
使
わ
れ
た
通
路
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
文
化
的
、
歴
史
的
背

景
の
あ
る
町
で
何
気
な
く
日
常

を
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
街
並
が
単
な
る
歴
史

の
遺
産
で
は
な
く
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
と
共
に
息
づ
く
「
生
き

た
景
観
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
証
明
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
全
国
文
化
的
景
観
地

区
連
絡
協
議
会
大
江
大
会
は
、

私
た
ち
の
町
が
な
ぜ
「
文
化
的

景
観
」
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
意
義
を
再
発
見
で
き
る
ま

た
と
な
い
機
会
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
今
度
は
そ
の
価
値
を
い

か
に
し
て
伝
え
て
い
く
か
、
残

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課

題
と
し
て
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
誇
る
文
化
的
景
観

の
魅
力
を
、
全
国
の
、
そ
し
て

未
来
の
人
々
に
―
―
ま
さ
に
空

間
と
時
間
を
超
え
て
伝
え
広
め

て
い
く
「
魅
せ
方
」
を
見
出
す

た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

発
想
が
最
大
の
鍵
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

▲�原町で造り酒屋を営んでいた清野家の外観。正面の板戸と格子、瓦ぶきの
屋根が目を引き、蔵や塀の白壁は原町通りの中でも一際鮮やかに映えます

▲�この日は家主・清野太さん（写真右）のご厚意で、
貴重な蔵の内部も見学することができました

7・広報おおえ



町政 町の取り組みをお伝えしますTopics

　交通安全啓発イベント「交通安全フェスティ
バル２０１９・令和元年度大江町交通安全町
民大会」が10月27日にふれあい会館で開催さ
れ、交通安全活動に関する各種表彰や大江中学
校吹奏楽部の演奏などがおこなわれました。
　交通安全講演では、警察官を退職された天中
健晴陽さんが「歌と笑いでつづる地域安全」と
題して交通安全替え歌などを披露。その後、左
沢高校生活委員の３年生・渡辺泰喜さんと２年
生・菊地省吾さんが安全な社会を目指す決意表
明をおこない、大会を締めくくりました。

　「大江町エコー年賀はがき」が11月１日から
販売開始となり、左沢郵便局で発売記念式典が
開かれました。式典では郵便局山形県北部地区
連絡会の荒木尚人地区統括局長、日本オフィス
サポート株式会社東北支社の堀一弘支社長、渡
邉町長が除幕をおこなって発売を祝いました。
　今回発売されたのは、町誕生60周年を記念
して制作された広告付き年賀はがきです。宛名
面の下部に楯山公園からの町の風景が印刷され
ており、町外の方へ年賀状を出した際に町をＰ
Ｒする効果が期待できます。発行されたはがき
の枚数は５万枚で、価格は１枚当たり通常より
も５円安い58円です。
　この日は、郵便局窓口の営業開始とともに多
くの方がエコー年賀はがきを購入。先着20名
の方に、郵便局からラ・フランスと「あてらざ
わせんべい」がプレゼントされました。
　町のエコー年賀はがきは、西村山管内の郵便
局で購入することができます。ご希望の方はぜ
ひお早めにお買い求めください。

新年のあいさつに町の風景を

交通安全の誓い新たに

　11月15日から愛知県国際展示場で開催される第57回
技能五輪全国大会において、理容部門に佐藤洋輔さん
（７区・写真右）が出場することになり、佐藤さんと
勤務先であるトータルヘア
カメトコの松田通さん（７
区・写真左）に、大江町各
種技能全国大会等出場激励
金が交付されました。
　佐藤さんは、昨年に続き
２年連続の出場となりまし
た。全国のライバルと技術
を競い合う大会で、さらな
る好成績が期待されます。

全国のライバルたちと腕を競う
　９月定例会での議会の同意を受
け、10月８日におこなわれた農業
委員会総会において、13人の方が
新しい農業委員に任命されました。
　また、この総会では新体制につい
ても協議がおこなわれ、会長に明石
永七氏（12区）、会長職務代理者
に大泉晴稔氏（堂屋敷）が選任され
ました。
　今回決定した新たな体制で、これ
から３年間、町の農業振興のために
地域の農地と担い手を守り生かす活
動をしていくことになります。

農業委員会新体制発足

11月１日に左沢郵便局でおこなわれた記念式典の様子

発行されたエコー年賀はがきの記念プレート

令和元年11月号・8



10月４日に３歳児健診を受けた元気なちびっ子たちを紹介します！（順不同）

問健康福祉課保健衛生係☎(６２)２１１４
9・広報おおえ

18

渡邉　琉星くん
（美郷）

庄司　冴奈ちゃん
（藤田）

清水　壮くん
（堂屋敷）

鈴木　朝陽くん
（深沢）

明石　幸大くん
（12区）

伊藤　美桜ちゃん
（小見）

小川　紋叶くん
（荻野）

黒川　華ちゃん
（諏訪原）

岸　希璃羽くん
（柳川平）

上田　陽斗くん
（９区）

金山　碧夏ちゃん
（３区）

鈴木　啓人くん
（小見）

柏倉　幸親くん
（橋上）

松田　叶望くん
（下北山）

堀　真里那ちゃん
（富沢）

菊地　夏瑠ちゃん
（みなみ）

菅井　紗結ちゃん
（藤田）

山内　光くん
（藤田）

佐藤　知夏ちゃん
（３区）



（写真）（写真）

（写真）

　安全・安心「ラ・フランス」現地交流会が、
10月９日に小漆川地内で開かれました。この交
流会は、出荷前の残留農薬検査のためのサンプル
採取を通して、安全で安心な農産物について理解
を深めてもらおうと開かれているものです。
　交流会には生産者や関係機関のほか、大江幼稚
園年長児と町食生活改善推進協議会役員が参加。
サンプルとなるラ・フランスの採取を園児たちが
体験しました。その後、西洋ナシの品種の一つ
「バラード」を試食した園児たちは「おいしい」
と言いながら次々にお代わりをしていました。

（写真）

宅配便の未来を想像サッカーファンに町をＰＲ

あま～いすももを召し上がれ安全でおいしい果物の秘訣

　ヤマト運輸株式会社による特別授業が、10月
８日に本郷東小学校の５年生18人を対象として
開かれました。この授業は、文部科学省・総務
省・経済産業省のプログラミング教育推進事業に
同校が応募して実現したもので、全国18校でお
こなわれた企業による訪問授業の一つです。
　授業では、配達の仕組みなどの解説のほか、
「未来の宅急便」を考えるグループワークを実
施。子どもたちはさまざまな立場の人を想定しな
がら、ロボットや翻訳アプリの活用など、斬新な
アイディアを出し合っていました。

　サッカーＪ２リーグ第34節モンテディオ山形
対ヴァンフォーレ甲府が、９月29日にＮＤソフ
トスタジアム山形で開催されました。この試合は
町内在住・在勤の方が半額以下で観戦できる「大
江町応援デー」として実施され、町産のすももと
左沢高校の生徒が作ったぶどうゼリーが犬飼教育
長からモンテディオ山形に贈呈されました。
　ハーフタイムには、Ｏ－ＳＴＥＰサッカー教室
の子どもたちや、町のスペシャルサポーター・日
本一くんなどがピッチサイドに入場し、町をＰＲ
しました。

　さがえ西村山すもも部会（渡辺誠一部会長・塩
野平）から学校給食へすももが提供され、10月
９日に左沢小学校で贈呈式がおこなわれました。
今回提供された品種は「愛

ら ぶ り
李」で、町内小中学校

と左沢高校へ合わせて631個が贈られました。
　「すももの酸味が苦手な子もいるため、甘いす
ももを目指して新品種を作ってきました」と話す
渡辺部会長。４年生の若松璃仁さん（９区）と木
村咲結さん（小漆川）が代表としてすももを受け
取り、木村さんは「すももが大好きで、今日は給
食を楽しみにしていました」と話していました。

10/89/29

10/910/9

令和元年11月号・10



　町教育文化振興基金活用事業「木村大＆榊原
大セレブレーション・コンサート」が、10月12
日にふれあい会館で開催されました。このコンサ
ートは、町誕生60周年記念事業の一つとして、
町民の皆さんに楽しみながら本格的な芸術文化に
触れていただこうと企画されたものです。出演者
は、クラシック・ギタリストの木村大さんと、ピ
アニスト・作編曲家の榊原大さん。いずれも演奏
家として第一線で活躍され、クラシックのみなら
ずさまざまなジャンルで活動されています。
　コンサートは２部構成で、第１部では外国民謡
やクラシックなどの名曲のほか、お二人のデュ
オ・アルバムからの作品が披露されました。第２
部では木村さん、榊原さんそれぞれのソロで幕を
開け、その後ヴァイオリニストの寺下真理子さん
が加わり、ヴァイオリン、ギター、ピアノの旋律
が絡み合うトリオのサウンドが響き渡りました。
　台風の接近で風雨が強まる中での開催となりま
したが、著名な音楽家の演奏が生で聴けるとあっ
て大勢の方が来場。木村さんは「お客さんの拍手
がとても温かく感じます」と話しました。アンコ
ールでは馴染み深い「花笠音頭」が披露され、コ
ンサートは大盛況のうちに幕を閉じました。

（写真）

　おおえ国際交流協会主催の「おおえハロウィン
パーティー2019」が、10月27日に中央公民館で
おこなわれました。今回は、大江中学校２年生の
外国語研修にちなんで「ハロウィンタウン」を開
設。本町ＡＬＴのデニス先生のほか、朝日町ＡＬ
Ｔのオリビア先生、西川町ＡＬＴのフランク先生
が講師となり、英語での買い物の仕方などを楽し
く学べるイベントとなりました。
　参加者はお化けや映画のキャラクターなど思い
思いの仮装で来場し、終了後は「トリック・オア・
トリート」の合言葉でお菓子をもらっていました。

　秋の味覚満載の「秋の柳川温泉まつり」が、
10月20日に開かれました。柳川温泉のオープン
から25年目を迎えた今回は、温泉入浴が当日の
み無料となったほか、旬のきのこをはじめ山菜や
イワナ、やまがた地鶏のから揚げなど、町の味覚
が勢ぞろいしました。
　また、恒例の「新そば賞味会」では「でわかお
り」の石臼挽き手打ちそばが当日１食千円で提供
され、町内外から多くの方が来場。朝から長蛇の
列ができるにぎわいとなり、来場者は手打ちそば
ならではの食感と風味を堪能していました。

（写真）

▲ピアニスト・榊原大さん

▲�第２部ではヴァイオリニスト・寺下真理子さんが加わ
り、トリオの素敵なサウンドが聴衆を魅了しました

（写真） （写真）

▲ギタリスト・木村大さん

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（ 6 2 ）２１８７

至高の演奏を生で体験

ハロウィンタウンにお化け大集合ふるさとの旬と温泉を満喫

10/12

10/2710/20
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登
り
切
っ
た
坂
道
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
見
え
た
山
は

秋
の
色
、
き
れ
い
だ
、
す
ご
い
な
、
車
を
停
め
た
。

今
朝
ほ
ど
ま
で
の
雨
と
雲
が
嘘
の
よ
う
に
消
え
た

朝
、
空
が
青
い
、
空
気
も
透
き
通
っ
て
い
て
、
山
・

木
・
風
・
色
・
音
た
ち
の
嘘
の
な
い
あ
る
が
ま
ま
の

自
然
界
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
、
心
が
洗
わ
れ
た
。
「
か

た
く
り
庵
」
の
お
祭
り
に
向
か
う
途
中
の
こ
と
だ
。

　
小
学
校
の
何
年
生
の
時
に
歌
っ
た
の
か
、
「
秋
の

夕
日
に
…
…
か
え
で
や
…
…
は
、
濃
い
も
薄
い
も
数
あ
る
中
で
…
…

す
そ
も
よ
う
」
、
…
…
の
部
分
が
出
て
こ
な
い
。
無
意
識
の
う
ち

に
、
い
つ
の
間
に
か
歌
を
歌
っ
て
い
る
自
分
が
時
々
い
る
、
大
声
だ

っ
た
り
、
歌
詞
抜
き
の
ハ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
り
そ
の
時
々
の
気
分
次
第

で
。
心
の
ひ
だ
を
埋
め
る
た
め
か
…
…
深
層
心
理
の
歌
ご
こ
ろ
ま
で

詮
索
し
た
い
と
も
思
わ
な
い
け
れ
ど
、
歌
に
何
か
し
ら
の
力
が
あ
る

よ
う
に
は
思
え
る
。
歌
っ
て
い
る
と
き
、
歌
っ
た
後
の
爽
快
感
が
確

か
に
実
感
で
き
る
か
ら
だ
。

　
歌
う
前
後
の
ひ
と
り
言
も
、
こ
れ
ま
た
精
神
衛
生
上
な
ん
と
も
い

え
な
い
妙
薬
の
よ
う
で
、
負
け
る
な
―
―
、
犬
も
歩
け
ば
―
―
、
が

ん
ば
れ
―
―
、
時
に
は
「
天て

ん
も
う
か
い
か
い

網
恢
恢
疎そ

に
し
て
漏
ら
さ
ず
」
だ
、
な

ど
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
だ
。
歌
と
言
葉
の
山
道
ド
ラ
イ
ブ

は
、
新
緑
の
春
と
、
秋
の
紅
葉
の
こ
ろ
が
最
高
で
、
ま
る
で
車
中
独

演
会
。
誰
に
も
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
割
合
い
い
趣
味
な
の
か
も
し
れ

な
い
、
と
合
点
し
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
、
慎
重
運
転
の
こ
と
も
あ

る
だ
け
に
。

　
忘
れ
た
歌
詞
を
思
い
出
す
努
力
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
安
全
運
転
を

邪
魔
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
危
な
い
、
危
な
い
。
先
の

古
寺
鉱
泉
ま
で
の
、
今
回
の
道
海
地
区
ま
で
の
運
転
中
、
「
や
め
ろ

よ
あ
ぶ
な
い
、
や
め
ろ
よ
な
あ
、
車
中
の
独
演
会
は
」
と
、
頭
の
中

で
声
が
聞
こ
え
た
。
思
い
つ
き
の
選
曲
を
止
め
よ
う
、
す
ら
す
ら
出

て
く
る
歌
と
言
葉
で
悩
ま
ず
に
、
軽
い
気
持
ち
で
、
楽
し
み
な
が

ら
。
思
い
出
せ
な
か
っ
た
唱
歌
は
次
の
と
お
り
、
２
番
は
初
め
て
知

っ
た
歌
詞
で
あ
っ
た
。

１
．
秋
の
夕
日
に
照
る
山や

ま
も
み
じ

紅
葉
　
濃
い
も
薄
い
も
数
あ
る
中
に

　
　
松
を
い
ろ
ど
る
楓

か
え
で

や
蔦つ
た

は
　
山
の
ふ
も
と
の
裾す
そ
も
よ
う

模
様

２
．
渓た
に

の
流
な
が
れ

に
散
り
浮
く
紅
葉
　
波
に
揺
ら
れ
て
離
れ
て
寄
っ
て

　
　
赤
や
黄
色
の
色
様
々
に
　
水
の
上
に
も
織
る
錦

（
童
謡
・
唱
歌
　
作
詞
・
高
野
辰
之
　
作
曲
・
岡
野
貞
一
）

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

　今年も日頃の感謝を込めて、11月17日に「や

まさぁーべ秋祭り」を開催します。このお祭りは、

やまさぁーべの体験プログラムのプチ体験ができる

イベントです。
　昨年大好評だった、ヘビ・カエルタッチ＆カブト

ムシ幼虫プレゼントやテラリウム作りに加えて、や

まさぁーべで育てた新米と町内産のキノコの網焼きの試
食会もおこな

います。メタルマッチ（火打石）を使った火おこし選手
権では、タイ

ムトライアルの優勝者にやまさぁーべ米をプレゼント。
他にも芋煮や

焼き芋の販売、ミニ・プラネタリウム、絵本の読み聞か
せなど盛りだ

くさんの予定です。子どもからお年寄りまで、どなたで
も楽しめるイ

ベントですので、ぜひみなさん遊びに来てください！
地域おこし協力隊　村中 亮竜

▲�昨年の「やまさぁーべ秋祭り」。生き物と
ふれあって、子どもたちは大喜びでした

※�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
　
短
　
歌
　
●

十
郎
畑
青
苧
の
郷
の
斎
藤
家
栄
華
を
偲
ぶ
石
垣
残
る　
　
　

柳
川　

次
郎

ぜ
い
た
く
な
時
が
過
ぎ
ゆ
く
演
奏
会
外
の
嵐
も
心
の
隅
に　

山
家　

重
之

家
の
中
そ
ち
こ
ち
電
子
の
音
鳴
り
て
昭
和
の
卒
寿
も
令
和
に
生
き
る

菊
地
つ
ね
よ

寄
合
に
弓
張
提
灯
携
え
て
く
ぐ
り
戸
跨ま
た

ぎ
馬
の
鼻
息　
　
　

佐
竹　

與
鼓

白お
し
ろ
い粉
の
ひ
た
い
に
汗
を
に
じ
ま
せ
て
祭
り
奴
は
槍
ふ
り
ふ
り
て
行
く

斎
藤　

徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

忘
却
の
風
に
落
ち
た
る
栗
拾
ふ　
　
　
　
　

鴨
田
富
士
夫

大
頭
森
紅
葉
清
し
愛
の
鐘　
　
　
　
　
　
　

柳
川　

次
郎

こ
お
ろ
ぎ
の
餌
食
と
も
な
り
秋
茄
子　
　
　

斎
藤　

徳
治

子
供
よ
り
大
人
こ
わ
が
る
台
風
来　
　
　
　

山
家　

重
之

秋あ
き
で
み
ず

出
水
せ
り
上
が
る
波
呆
然
と　
　
　
　
　

阿
部　

一
風

つ
や
姫
や
知
事
の
一
押
し
今
年
米　
　
　
　

熊
谷　
　

勉

空
気
神
祀
る
参
道
薄
紅
葉　
　
　
　
　
　
　

舟
山　

三
男

や
は
ら
か
な
秋
の
日
溜
り
猫
眠
る　
　
　
　

伊
藤　

啓
泉
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▲オリジナルエプロンを身に付けたMippeの皆さん

▲�10月6日に中央公民館で開催された、今年2
回目の「おさがり交換会」の模様

　高校時代、中学校の柔道部の先輩が所

属するレスリング部に入部した伊藤さん。

「同じ格闘技でも、レスリングは柔道と

は全くの別物だと感じました。ほとんど

ゼロからのスタートでしたね」

　その後厳しい練習を重ね、インターハ

イや国体への出場を果たし、現在も母校

のレスリング部の練習に参加したり、社

会人大会に出場したりしているそうです。

「小さいころは総合格闘技がブームで、

自然とテレビで格闘技を見ていました。

柔道部に入ったのは友達から誘われたの

がきっかけだったんですが、やってみた

ら自分に合っていると感じて、そこから

ずっと格闘技系の競技を続けています」

　伊藤さんが勤務しているのは、寒河江

市内の製造会社。最近部署の異動があっ

たため、新たに仕事を覚え直す「ゼロか

らのスタート」の真っ最中だそうです。

　伊藤さんの目標は「20代のうちに結

婚して、幸せな家庭を築く」こと。人生

の新たなスタートラインに立つ日は、も

うすぐかもしれません。

新
し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
の
奮
闘

　
伊
藤　
直
人
さ
ん　
（
24
歳
・
２
区
）

No.31

子育てサークルM
ミ ッ ペ
ippe

代表：佐竹志穂さん（下北山）

　子育て支援センターの利用を通して意気投
合し、子ども服などの「おさがり交換会」を企
画したことから結成に至った、子育てサークル
「Mippe」。「大江町で子育てしてみっぺ」とい
う意気込みが名前の由来となり、昨年７月から
４人で活動を開始しました。メインの活動であ
るおさがり交換会のほか、子育て支援センター
「ぱれっと」の毎月のお誕生会で「お誕生手形
アートのワークショップ」をおこなっています。
　「おさがり交換会には、チラシの配布、口コ
ミ、ＳＮＳを通して町内外から多くの方に来て
いただいています」と話す、代表の佐竹さん。
親子を対象としたお仕事体験や、男性のための
家事講座など、新たな企画も現在検討中です。
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広報おおえ縮刷版第３巻(税込4,000円)は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで

問…お問い合わせ・お申し込み先�

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
雪
下
ろ
し
・ 

玄
関
除
雪
支
援
に
つ
い
て

　
高
齢
者
や
障
害
者
の
冬
期
間
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
雪
下
ろ
し
や
玄
関
除
雪
の

支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
対
象
世
帯
／
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世

帯　
①
町
民
で
現
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
、

②
町
民
税
（
所
得
割
）
非
課
税
世
帯
、
③

高
齢
者
や
障
害
者
の
み
、
ま
た
は
自
力
で

雪
下
ろ
し
な
ど
が
で
き
な
い
世
帯
、
④
子

や
親
戚
な
ど
か
ら
雪
下
ろ
し
な
ど
の
支
援

（
経
済
的
支
援
を
含
む
）
を
受
け
ら
れ
な

い
世
帯

◆
支
援
内
容
／
住
宅
の
雪
下
ろ
し
、
そ
れ

に
伴
う
住
宅
周
辺
の
除
排
雪
、
除
雪
車
通

過
後
の
玄
関
の
除
排
雪
作
業
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
支
援

◆
支
援
額
／
対
象
経
費
の
９
割

※
雪
下
ろ
し
の
対
象
と
な
る
経
費
は
１
回

２
５
０
０
０
円
が
上
限
で
、
３
回
分
ま
で

が
対
象
で
す
。

※
玄
関
除
雪
の
対
象
経
費
は
回
数
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
冬
を
通
し
て

２
４
０
０
０
円
が
上
限
で
す
。

◆
留
意
事
項
／
①
店
舗
、
農
作
業
小
屋
、

倉
庫
、
車
庫
、
他
人
に
貸
し
て
い
る
住
居

は
支
援
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
、
②
雪
下
ろ

し
な
ど
の
依
頼
は
、
必
要
な
時
期
に
直
接

事
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
、
③

で
き
る
限
り
、
子
や
親
戚
な
ど
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
利
用
申
請
／
申
請
書
を
11
月
18
日(

月)

ま
で
に
地
域
の
担
当
民
生
児
童
委
員
に
お

届
け
い
た
だ
く
か
、
11
月
21
日(

木)

ま
で

に
健
康
福
祉
課
へ
提
出

※
申
請
書
は
地
域
の
民
生
児
童
委
員
お
よ

び
役
場
健
康
福
祉
課
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課
福
祉
係
☎(

６
２)

２
２
８
５

「
山
形
ど
ま
ん
な
か
道
の
駅 

５
麺
バ
ト
ル
」
の
ご
案
内

　
西
村
山
地
域
の
道
の
駅
な
ど
、
５
カ
所

の
自
慢
の
麺
を
食
べ
て
台
紙
に
ス
タ
ン
プ

を
集
め
、
期
間
内
に
お
気
に
入
り
の
店
に

ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
を
提
出
す
る
と
、
そ
の

麺
一
杯
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

◆
期
日
／
11
月
９
日(

土)

～
12
月
16
日(
月)

※
定
休
日
…
道
の
駅
に
し
か
わ
・
火
曜
日
、

河
北
ひ
な
の
湯
・
第
２
木
曜
日

◆
時
間
／
各
道
の
駅
な
ど
の
お
食
事
処
の

営
業
時
間

◆
会
場
／
道
の
駅
お
お
え
・
寒
河
江
・
に

し
か
わ
・
あ
さ
ひ
ま
ち
、
べ
に
花
温
泉
ひ

な
の
湯
（
河
北
町
谷
地
）

◆
メ
ニ
ュ
ー
／
◎
お
お
え
…
た
っ
ぷ
り
な

め
こ
そ
ば
・
８
０
０
円
、
◎
寒
河
江
…
芋

煮
カ
レ
ー
ラ
ー
メ
ン
・
８
５
０
円
、
◎
に

し
か
わ
…
秋
の
め
ぐ
み
き
の
こ
そ
ば
・

８
０
０
円
、
◎
あ
さ
ひ
ま
ち
…
り
ん
ご
温

麺
・
８
０
０
円
、
◎
河
北
…
も
ち
入
り
べ

に
花
鍋
焼
き
う
ど
ん
・
８
５
０
円

問
山
形
ど
ま
ん
な
か
道
の
駅
連
絡
会

☎(

８
６)

１
８
１
８

不
要
農
薬
の
回
収
に
つ
い
て

　
さ
が
え
西
村
山
農
作
物
安
全
・
安
心
対

策
推
進
会
議
で
は
、
農
作
物
の
恒
常
的
な

安
全
確
保
の
た
め
、
農
薬
の
適
正
な
使
用

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
登
録
失
効
農
薬
、

使
用
期
限
切
れ
農
薬
、
今
後
使
用
す
る
見

込
み
の
な
い
農
薬
な
ど
の
回
収
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
22
日(

金)

９
時
～
11
時

◆
会
場
／
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山
大
江
営
農

生
活
セ
ン
タ
ー

◆
回
収
料
金
／
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
１
リ
ッ

ト
ル
）
１
８
０
円
（
消
費
税
込
）
風
袋
込
、

端
数
切
上
げ
、
当
日
現
金
支
払

◆
受
付
で
き
な
い
も
の
／
水
銀
剤
、
有
機

塩
素
剤
（
Ｂ
Ｈ
Ｃ
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、
エ
ン
ド
リ

ン
、
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
、
ア
ル
ド
リ
ン
、
ク

ロ
ル
デ
ン
、
ヘ
プ
タ
ク
ロ
ー
ル
）
、
有
機

　灯油などの燃料確保が困難な世帯の冬季の経
済的負担を軽減するため、今年度も暖房用燃料
費の一部を助成します。今年度は電気代も対象
経費とし、対象となる期間についても11月以
降購入分に拡充しました。
◆�対象世帯／町民税非課税で次のいずれかに該
当する世帯
◎65歳以上の高齢者のみの世帯
◎�ひとり親などで18歳未満の児童を養育して
いる世帯
◎重度の障害者がいる世帯
◆助成限度額／５千円
◆申請期限／令和２年３月31日(火)
◆�必要な書類／大江町冬の生活応援事業支援申
請書、令和元年11月１日以降に購入した灯
油などの領収書（※電気代で申請する場合は、
通常使用時の領収書も併せて提出）、印鑑、
振込先口座の通帳の写し、障害者世帯の場合
は手帳などの写し
問健康福祉課福祉係☎(６２)２２８５

灯油などの
購 入 費 を
助成します

令和元年11月号・14



燐
剤
（
パ
ラ
チ
オ
ン
、
ホ
リ
ド
ー
ル
）
、

臭
気
の
強
い
物
（
ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ
ン
酸

な
ど
）

※
粉
、
粒
剤
、
乳
液
剤
、
水
和
剤
に
仕
分

け
し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
開
封
後
の

端
数
農
薬
も
受
付
し
ま
す
。
必
ず
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
搬
入
の
際
は
液
漏
れ
や
飛
散
の
な
い
よ

う
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
埋
め
立
て

焼
却
に
よ
る
薬
剤
の
処
理
お
よ
び
登
録
外

の
使
用
は
絶
対
に
お
こ
な
わ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
農
政
係　
☎(

６
２)

２
１
１
５

ま
た
は
、
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山
大
江
営
農

生
活
セ
ン
タ
ー　
　
☎(

６
２)

３
２
１
７

「
犯
罪
被
害
者
県
民
の
つ
ど
い 

２
０
１
９
」
の
お
知
ら
せ

　
社
会
全
体
で
の
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
支

援
を
推
進
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
場
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
27
日(

水)

13
時
半
～
15
時

45
分
（
開
場
13
時
）

◆
会
場
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形

市
平
久
保
）

◆
内
容
／
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
発
表
、
デ
ザ
イ
ン
専
門
学

校
生
な
ど
に
よ
る
広
報
啓
発
グ
ッ
ズ
の
発

表
、
基
調
講
演
（
講
師
・
公
益
社
団
法
人

全
国
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
・
平
井
紀
夫
氏
）

問
公
益
社
団
法
人
や
ま
が
た
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３(
６
４
２)

３
５
７
１

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

出
張
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

求
職
者
の
生
活
や
住
ま
い
、
就
労
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
、
生
活
の
安
定
お
よ

び
再
就
職
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
県
内
８
カ
所
で

「
出
張
相
談
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、
西

村
山
地
域
で
は
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
18
日(

水)

13
時
～
16
時

◆
会
場
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
寒
河
江
（
寒
河

江
市
西
根
）

◆
相
談
内
容
／
求
職
者
の
生
活
、
住
ま
い
、

就
職
活
動
な
ど
の
悩
み

◆
相
談
方
法
／
面
談
に
よ
る
相
談

◆
費
用
／
相
談
無
料

問
山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
０
８
０
０(

８
０
０)

７
８
６
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

「
輪
投
げ
の
集
い
」
の
お
知
ら
せ

　

最
近
高
齢
者
に
よ
る
輪
投
げ
競
技
が

ブ
ー
ム
と
な
り
、
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
町
の
輪
投
げ
愛
好
会
（
代
表
・
白
田

耕
作
）
で
は
、
誰
で
も
気
軽
に
輪
投
げ
を

楽
し
め
る
よ
う
に
、
練
習
と
親
睦
の
た
め

の
場
を
設
け
ま
す
。
心
身
の
健
康
増
進
の

た
め
に
、
一
緒
に
輪
投
げ
を
し
て
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

※
第
１
回
目
は
11
月
27
日(

水)

に
開
催
し

ま
す
。

◆
時
間
／
13
時
半
～
16
時

◆
会
場
／
中
央
公
民
館
町
民
ホ
ー
ル

◆
参
加
費
／
無
料

問
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係

☎(
６
２)

３
６
６
６

今月の納税　納期限12月２日（月）　お忘れなく！
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料(普通徴収　第５期）

　電子メールで行政情報など
を提供するサービスです。無
料で登録することができます。
◆配信内容／
①生活情報…町のお知らせ、
福祉、子育て、生涯学習など
②観光・イベント情報…観光、
イベント、スポーツイベント
など
③防災情報…防犯、防災など

ココから
登録！↓

台
風
19
号
の
影
響
で
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン

ト
が
続
々
と
中
止
に
な
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
月
号
は
話
題
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
今
回
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
話
題
の
一
部

は
、
来
月
号
以
降
に
掲
載
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
た
町
の
総
合
防

災
訓
練
も
、
水
防
訓
練
の
模
様
が
ペ
ー
ジ
の

隅
っ
こ
に
小
さ
く
載
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
水
防
訓
練
は
豪
雨
災
害
が
あ
っ

た
後
、
３
年
前
か
ら
総
合
防
災
訓
練
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
も
の
で
、
土
の
う
の
作
り
方
や

積
み
方
を
実
際
に
体
験
す
る
訓
練
で
す
。
土

の
う
と
い
え
ば
、
水
害
対
策
の
必
需
品
。
今

回
の
台
風
通
過
時
に
も
使
用
さ
れ
、
浸
水
を

防
い
だ
り
排
水
し
た
り
す
る
際
に
役
立
ち
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
、
土
の
う
の
「
の
う
」
は

「
嚢
」
と
書
き
、「
袋
」
と
い
う
意
味
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、「
土
の
う
袋
」
と
い
う
の

は
「
馬
か
ら
落
馬
」
と
か
「
頭
痛
が
痛
い
」

と
か
「
一
番
最
初
」
な
ど
と
同
じ
く
、「
袋
」

と
い
う
意
味
が
ダ
ブ
っ
た
二
重
表
現
な
の
で

は
…
…
？　
と
い
う
疑
問
が
以
前
か
ら
あ
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、「
氷
の
う
」

が
「
氷
が
入
っ
た
袋
」
で
あ
る
よ
う
に
「
土

の
う
」
は
「
土
が
入
っ
た
袋
」
な
の
で
、「『
土

の
う
』
を
作
る
た
め
の
『
空
の
』
袋
」
を
「
土

の
う
袋
」
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
不
自

然
で
は
な
い
の
で
す

ね
。
そ
れ
で
も
「
土

の
う
袋
」
と
聞
く
と
、

直
感
的
に
違
和
感
が

…
…
こ
の
理
屈
と
感

覚
の
落
差
の
問
題
は
、

「
い
ま
だ
に
未
解
決
」

の
ま
ま
で
す
。

（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

15・広報おおえ

大江町メール配信サービス
をご利用ください！
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※掲載を希望しない場合は、
　届け出の際にお申し出ください。

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,047人（−11）

　　　男　4,014人（−９）

　　　女　4,033人（−２）

世 帯 数　2,897戸（＋４）

令和元年11月１日現在

戸籍のまど
９月21日～10月20日大江町受付分

区　名　  　  氏　名　　年齢
13　区
荻　 野
藤　 田
９　 区
諏訪原
小　 釿
藤　 田
９　 区
月　 布
藤　 田
みなみ
下北山
13　区
諏訪原
沢　 口
望　 山
小　 釿
藤　 田
２　 区
小漆川

大泉　そて
鈴木　雪子
鈴木　春夫
公平　ヨシ
金山　榮三
結城　一雄
佐竹　照子
清野　昭子
大泉傳太郎
浦山きゑの
鈴木　恒義
石沢　久葊
松田　　祐
林　　歳幸
鈴木　菊雄
古城おはな
結城清兵ェ
伊藤つるよ
菅井　時子
公平　仁志

（95）
（88）
（94）
（91）
（80）
（100）
（92）
（91）
（89）
（96）
（66）
（91）
（86）
（85）
（85）
（77）
（90）
（89）
（89）
（57）

ご冥福を祈ります

★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？
　懐かしい写真、長年愛用している道具、旅先で購入した記念
　の品など、なんでも結構です。
　総務課情報システム係☎(62)2187まで、ぜひお知らせください。

　上田家は、かつて「上田屋」の屋号でそば屋を営んでいま
した。家の造りもそば屋そのもので、２階が客席になって
いたということです。店舗は昭和11年の左沢大火で焼失し、
昭和13年に再建したのですが、大火前に使われていた食器
などの一部は、現在も残っています。
　太平洋戦争中、戦局の悪化で食材などが入手できなくなっ
たため、店を閉じたと聞いています。近所の方が、子どもの
ころに上田屋の２階での宴会の様子を見て「楽しそうだなあ」
と思ったと話してくれたことがありました。上田屋があった
ころの左沢には他にも何軒かそば屋があったそうで、かつて
のにぎわいがしのばれます。　　　　　　（７区　上田裕行）

▲�昭和10年代まで横町通りにあったそば屋「上田屋」のはんてん

▲�かつて店で使用していた食器類。大正
時代に購入したものも残っています
◀�はんてんの背中側には上田屋の屋号紋。
下部の模様も「上田」の文字を元にし
たデザインになっています


